
六
〇

山
蔭
申
納
言
説
語
の
成
立

『
長
谷
寺
観
音
験
記
』
の
場
合

星
　
　
田

公

、

「
山
蔭
中
納
言
説
話
」
の

「
長
谷
寺
」
型
に
つ
い
て

「
今
音
」
型
と

　
藤
原
山
蔭
を
中
心
と
す
る
亀
報
恩
課
以
（
下
「
山
湊
中
納
言
説
話
」
と
い
う
）

が
二
つ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
構
成
を
持
ち
、
し
か
も
登
場
人
物

も
山
蔭
を
中
心
と
す
る
父
子
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は

「
父
－
藤
原
高
房
、
子
１
１
山
蔭
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
一
つ
は
「
父
Ｈ
山
蔭
、

子
１
１
如
無
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
『
長
谷
寺
観
音
験
記
』
下
巻
「
山
陰
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
＠

納
言
得
二
聖
人
告
一
造
惣
持
寺
仏
事
第
十
三
」
　
（
以
下
書
名
を
『
験
記
』
と
略
称

し
、
こ
の
型
の
話
を
長
谷
寺
型
と
い
う
）
で
あ
り
、
後
者
は
『
今
昔
物
語
集
』

巻
第
十
九
「
魏
、
報
山
陰
中
納
言
恩
語
第
廿
九
」
　
（
以
下
書
名
を
『
今
昔
』
と

略
称
し
こ
の
型
の
話
を
「
今
昔
」
型
と
い
う
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

後
者
の
『
今
昔
』
の
話
は
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
山
蔭
の
七
男
で
あ
る
如

無
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
既
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
初
期
の
『
総
持
寺
縁

起
』
と
を
『
今
背
』
の
編
者
が
結
び
っ
け
改
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
『
験
記
』
の
序
文
に

　
　
上
巻
ニ
ハ
十
九
説
法
ヲ
カ
タ
ト
ツ
テ
当
寺
ノ
旧
記
ヲ
ヒ
回
イ
下
巻
ニ
ハ
三

　
十
三
身
ヲ
擬
シ
テ
諸
家
ノ
録
ヲ
撰
ス
。

と
あ
る
よ
う
に
、
前
者
の
話
は
『
験
記
』
成
立
前
に
何
ら
か
の
記
録
と
し
て
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
記
録
が
先
に
述
べ
た
初
期
の
「
総
持
寺

縁
起
』
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
、
そ
の
成
立
事
情
、
及
ぴ
後
代
へ
の
影
響
を
考

察
す
る
こ
と
か
ら
、
「
山
蔭
中
麹
言
説
話
」
の
文
学
性
に
っ
い
て
も
触
れ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
「
今
昔
」
型
と
最
も
関
連
の
深
い
『
験
記
』
下
巻
第
十
三
話

（
以
下
本
話
と
い
う
）
の
発
端
部
の
構
成
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。



　
　
　
　
二
、
本
話
発
端
部
の
性
格

本
話
の
発
端
部
は
亀
報
恩
講
で
あ
る
が
、
「
今
昔
」
型
と
の
比
較
を
す
る
た

め
に
も
、
そ
の
概
略
を
次
に
記
す
。

　
ｏ
Ｕ
　
高
房
が
鎮
西
へ
下
向
す
る
時
、
淀
の
穂
積
の
橋
の
本
で
、
鵜
飼
が
害
せ

ん
と
す
る
亀
を
買
取
っ
て
放
生
す
る
。

　
四
　
そ
の
翌
日
、
乳
母
が
継
母
の
か
た
ら
い
を
受
け
て
山
蔭
を
海
中
に
落
と

す
。　

倒
　
父
の
高
房
が
観
音
に
祈
念
し
、
子
を
助
け
て
く
れ
た
ら
速
に
千
手
観
音

の
像
を
造
ら
ん
と
言
う
。

　
↑
Ｄ
　
昨
日
放
し
て
や
っ
た
亀
が
甲
に
子
を
乗
せ
て
浮
か
ぷ
。

　
○
　
畜
生
で
も
恩
を
知
る
心
が
有
る
が
、
こ
れ
は
観
音
の
御
方
便
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
概
略
の
う
ち
、
観
音
に
関
す
る
部
分
倒
伺
が
「
今
昔
」
型
に
は
な

く
、
『
験
記
』
が
観
音
霊
験
講
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
観
音
に
関
す

る
部
分
に
、
編
者
の
加
筆
が
推
測
さ
れ
る
。

　
倒
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
父
ノ
高
房
悲
歎
ノ
余
、
観
音
二
祈
念
シ
テ
云
ク
。
定
業
亦
能
転
ハ
仰
所

　
也
。
設
決
定
応
受
ノ
業
ナ
リ
共
、
大
聖
ノ
御
方
便
ニ
ヨ
リ
テ
、
再
ヒ
我
手
ヲ

　
ミ
セ
給
ハ
・
、
速
二
千
手
観
音
ノ
像
ヲ
造
奉
ラ
ン
ト
云
。

　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
こ
の
本
文
で
は
、
長
谷
観
音
を
定
業
亦
能
転
ず
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
次
の
よ
う
に
諸
家
の
録
を
撰
し
た
下
巻
に
だ
け
あ
る
。

　
の
下
巻
十
話
は
、
病
で
死
ん
だ
者
の
家
族
が
観
音
に
願
を
立
て
た
と
こ
ろ

生
返
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
の
結
語
に
、
「
実
二
定
業
亦
能
紐
。
鷹
哉
」

と
あ
る
。

　
◎
　
同
じ
く
十
九
話
。
高
助
と
い
う
男
が
幼
い
時
か
ら
当
観
音
を
信
じ
て
い

る
が
、
効
き
目
が
な
い
と
、
寵
り
合
わ
せ
た
僧
に
語
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ

の
僧
が
答
え
て
、

　
　
当
寺
ノ
観
音
ノ
御
恵
ミ
、
有
カ
タ
ク
侍
リ
。
業
深
ク
罪
重
ク
シ
テ
余
ノ
仏

　
菩
薩
モ
今
助
ノ
御
助
ハ
叶
ス
。
（
略
）
昔
モ
今
モ
重
業
ノ
モ
ノ
救
ヒ
カ
タ
キ

　
ハ
、
其
ヲ
転
シ
給
ハ
ン
カ
為
二
、
先
ツ
其
サ
イ
逆
ヲ
与
ヘ
テ

と
続
き
、
こ
の
僧
の
言
の
ご
と
く
、
餓
死
す
べ
き
宿
業
を
松
じ
て
助
か
る
。

　
○
　
同
じ
く
二
十
話
。
こ
れ
は
連
歌
の
付
合
い
を
強
い
ら
れ
る
難
題
話
と
な

っ
て
い
る
が
、

　
　
長
谷
寺
へ
参
テ
可
祈
。
観
音
ハ
定
業
ヲ
モ
転
シ
、
叶
カ
タ
キ
事
ヲ
モ
叶
マ

　
シ
マ
ス
ヘ
キ
御
誓
ア
リ
。

と
な
っ
て
い
る
。

　
ｅ
　
同
じ
く
三
十
三
話
。
過
去
に
父
と
海
辺
で
殺
生
を
業
と
し
て
い
た
こ
と

を
悔
い
、
父
母
の
滅
罪
と
共
に
観
音
に
祈
願
す
る
と
、
夢
に
松
の
葉
を
持
っ
た

僧
が
現
わ
れ
て
、
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山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
　
汝
深
ク
滅
罪
ヲ
祈
ル
。
大
聖
ノ
御
方
便
二
依
テ
、
過
現
所
造
ノ
長
劫
悪
趣

　
ノ
定
業
ヲ
転
シ
テ

生
言
う
。
そ
し
て
盲
目
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
松
の
葉
を
目
に
あ
て
ら
れ
る

と
、
も
と
の
ご
と
く
な
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
下
巻
に
は
本
話
を
含
め
て
五
例
あ
る
が
、
上
巻
に
は
見
い
出

し
得
な
い
。
つ
ま
り
、
『
験
記
』
の
編
者
が
諸
家
の
録
に
長
谷
観
音
の
霊
験
を

示
す
表
現
と
し
て
、
加
筆
あ
る
い
は
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
と
関
連
し
て
本
話
を
見
直
し
て
み
る
と
、
『
験
記
』
の
他
の
話
が
定

業
を
転
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
子
孫
繁
昌
と
な
っ
た
り
す
る
の
は
、
観
音
へ
の
帰

依
の
深
さ
で
あ
る
と
す
る
の
に
、
本
話
は
千
手
観
音
の
像
を
作
る
か
ら
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
て
、
少
し
違
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
や
は
り
、
高
房
が
日
頃

か
ら
観
音
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
観
音
に
祈
念
し
た
と
こ
ろ
が
、
亀
が
子
を
甲

の
上
に
乗
せ
て
浮
か
ん
で
来
た
の
で
感
激
し
、
観
音
造
立
を
誓
っ
た
と
す
る
の

が
本
来
の
あ
り
方
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
自
然
さ
は
、
亀
の
報
恩
に
対
す
る
記
述
に
も
現
わ
れ
て
い

る
。　

　
畜
生
ノ
異
ナ
ル
知
恩
ノ
心
有
。
是
併
観
自
在
尊
ノ
御
方
便
ナ
ル
者
歎

と
あ
っ
て
、
亀
の
放
生
に
対
す
る
報
恩
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
っ
ま
り
、
善
因

に
よ
る
現
報
と
は
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
高
房
が
亀
を
助
け
る
必

要
は
な
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
亀
を
観
音
の
化
身
と
し
て
高
房
の
信
仰
の
深
さ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

故
に
、
子
を
功
け
た
と
い
う
語
の
方
が
、
吊
一
皿
験
潭
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
と
え
ば
、
亀
報
恩
課
で
は
な
い
が
、
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
六
「
燭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

念
観
音
菩
薩
一
得
二
現
報
一
縁
」
で
は
、
高
麗
に
留
学
し
て
い
た
行
善
が
、
戦
乱

の
中
を
さ
ま
よ
い
行
く
と
橋
が
こ
わ
れ
、
船
も
無
く
河
を
渡
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
心
に
観
音
を
念
ず
る
と
、
舟
に
乗
っ
た
老
翁
が
河
を
渡
し
て
く
れ
た
。

そ
の
の
ち
翁
も
舟
も
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
観
音
の
応
化
で
あ
る
と
思
い
、

像
を
造
り
恭
敬
し
よ
う
と
誓
願
を
発
し
た
。
そ
し
て
っ
い
に
大
唐
に
た
ど
り
着

き
、
そ
の
像
を
造
り
日
夜
帰
敬
し
た
、
と
い
う
の
が
概
略
で
あ
る
。
こ
の
話
は

『
今
昔
』
巻
十
六
の
一
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
話
で
は
、
た
だ
観
音
に
念
じ
た
だ
け
で
あ
り
、
仏
像
を
造
っ
た
の
は
観

音
の
応
化
の
結
果
で
あ
っ
て
『
験
記
』
と
は
全
く
逆
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
『
験
記
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
と
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
違
っ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
日
本
霊
異
記
』
は
「
誠
知
、
観
音
威
力
難
二

思
議
奏
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
観
音
の
威
力
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
強

調
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
験
記
』
の
方
は
祈
念
し
て
言
っ
て
い
る

内
容
、
特
に
こ
の
場
合
速
か
に
千
手
観
音
の
像
を
造
り
奉
る
と
い
う
部
分
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
験
記
』
上
巻
第
十
四
で
も
、

　
　
我
宿
願
若
成
就
セ
ハ
、
必
ス
当
寺
二
鐘
ヲ
イ
テ
進
ス
ヘ
シ

と
あ
り
、
下
巻
第
十
四
で
も



　
　
小
財
ヲ
不
レ
入
大
財
ヲ
不
得
ト
答
給
ヒ
…

と
あ
る
。
そ
の
答
え
た
童
子
は
観
音
の
化
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
因
ナ
ヶ
レ
ハ

果
ナ
シ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
「
験
記
』
は
そ
の
底
流
に
「
勧
進
の
た

め
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
、
「
日
本
霊
異
記
』
と
違
っ
て
い
て
当
然
と

も
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
観
音
に
祈
念
す
る
高
房
の
言
葉
は
『
験
記
」
の
編
者
の
加

筆
で
あ
り
観
音
霊
験
潭
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
た
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
ま
た
、
亀
の
放
生
を
話
と
し
て
は
入
れ
な
く
と
も
成
立
す
る
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
こ
の
部
分
に
書
き
出
し
て
い
る
の
は
、
後
半
干
手
観
音
を
造
り
、
総
持
寺
を

建
立
す
る
山
佼
と
切
り
離
せ
な
い
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
本
話
の
原
典
が
既
に
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
山
蔭
と
総
持
寺
と
本
話
と
の
関
連
を
考
察
し
、
さ
ら
に
初
期
の

『
総
持
寺
縁
起
』
が
原
典
と
し
て
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
州
ら
か
に

し
た
い
。

三
、

初
期
の
『
総
持
寺
縁
起
』

の
形
成

　
　
　
回
藤
原
山
蔭
の
人
物
像

本
話
に
登
場
す
る
山
蔭
は
説
話
上
の
人
物
で
は
あ
る
が
、
説
話
の
性
格
の
一

つ
に
事
実
と
し
て
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
歴
史
上
の
山
蔭

　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

に
っ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
＠

「
大
鏡
』
第
五
巻
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
こ
の
吉
田
神
社
は
、
山
蔭
中
納
言
の
ふ
り
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
ぞ
か
し
。

　
御
ま
っ
り
の
日
、
四
月
子
、
十
一
月
下
申
日
と
を
さ
だ
め
て
、
　
「
戎
御
ぞ
う

　
に
み
か
ど
、
き
さ
い
の
宮
た
ち
給
も
の
な
ら
ば
、
お
ほ
や
け
ま
っ
り
に
な
さ

　
ん
」
と
ち
か
ひ
た
て
ま
っ
り
た
ま
へ
れ
ば
、
一
条
院
の
御
時
よ
り
、
お
ほ
や

　
け
ま
つ
り
に
は
な
り
た
る
な
り
。

　
こ
こ
で
は
、
山
蔭
が
吉
田
神
社
を
勧
請
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
記
録
の
上
で
は
、
貞
観
年
中
に
奈
良
の
春
日
神
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
勧
請
し
て
神
楽
岡
に
社
を
建
っ
と
す
る
も
の
が
多
く
、
『
吉
田
神
社
志
」
（
大

正
二
年
発
行
）
で
は
、
諸
記
録
を
並
べ
編
者
の
言
と
し
て
、
貞
観
元
年
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
山
蔭
は
、
貞
観
五
年
「
為
二
次
侍
従
一
」
と
あ
り
、
貞
観
十
七
年
に
は
、
蔵
人

¢頭
と
な
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
清
和
天
皇
の
貞
観
年
巾
、
蔵
人
所
に
あ
っ
た
わ

け
で
、
こ
の
時
期
に
平
安
京
の
鎮
守
と
し
て
、
ま
た
藤
原
一
門
の
繁
栄
の
た
め

に
、
氏
神
を
奈
良
か
ら
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
そ
の
後
に
摂
津
国
に
総
持
寺
を
創
建
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
話
の
発
端
部
の

事
件
が
起
こ
る
穂
積
も
総
持
寺
の
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
こ

の
両
所
の
周
辺
に
は
多
く
の
春
日
神
杜
が
あ
り
、
藤
原
氏
と
の
関
係
の
強
い
場

所
で
も
あ
り
、
山
蔭
自
身
も
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
十
二
月
八
日
摂
津
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

班
田
使
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
史
実
と
本
話
と
の
関
連
づ
け
が
大
筋
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
山

蔭
に
っ
い
て
年
代
を
明
示
し
て
い
る
部
分
に
も
、
こ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
の
元
慶
五
年
七
月
十
二
日
、
幡
摩
守
二
任
テ
、
同
六
年
三
月
二
日
彼
国
二
下

　
向
ス
。

　
◎
仁
和
二
年
五
月
十
五
日
ノ
暁
空
二
音
有
テ
（
略
）
納
言
急
キ
仏
所
ヲ
見

　
二
、
三
尺
ノ
干
手
ノ
霊
像
イ
マ
ス
也
。

　
　
（
仁
和
）

　
◎
同
四
年
二
月
四
日
納
言
又
薙
。

　
こ
れ
ら
本
話
に
記
さ
れ
て
い
る
年
月
日
を
『
日
本
三
代
実
録
』
で
見
る
と

　
の
　
播
磨
守
Ｈ
元
慶
六
年
正
月
七
日

　
◎
　
中
麹
言
１
１
仁
和
二
年
六
月
十
三
日

　
◎
　
没
年
１
１
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
二
月
四
日

と
な
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
¢
◎
は
近
く
◎
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
史

実
と
し
て
本
話
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
と
考
え
て
さ
し

つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
現
在
伝
承
と
し
て
し
か
確
認
で
き
な
い
山
蔭
像
も
本
話
は
含
ん
で
い

る
。
そ
の
一
つ
は
、
山
蔭
を
「
日
本
料
理
中
興
の
祖
」
と
す
る
伝
承
で
あ
る
。

現
在
総
持
寺
で
も
吉
田
神
社
で
も
、
山
蔭
を
日
本
料
理
、
特
に
庖
丁
人
の
祖
と

し
て
杷
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
明
確
で
は
な

＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
。
『
改
稿
食
物
史
』
に
よ
る
と
、
山
蔭
を
庖
丁
人
の
祖
と
し
て
い
る
の
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

条
流
で
、
そ
の
伝
承
で
は
山
蔭
が
光
孝
天
皇
の
命
で
料
理
の
新
式
を
定
め
た
の

に
始
ま
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
史
実
と
し
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
た
だ
、
光
孝
天
皇
の
仁
和
三
年
二
月
十
六
日
に
、

　
　
勅
以
二
更
衣
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
元
善
一
為
二
女
御
↓
中
納
言
従
三
位
山
陰

　
之
女
也
。

と
い
う
記
事
が
『
日
本
三
代
実
録
』
に
あ
り
、
前
年
の
仁
和
二
年
に
山
蔭
は
中

納
言
従
三
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
光
孝
天
皇
と
の
っ
な
が
り
の
深
か

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
蔭
は
こ
の
年
六
十
二
歳
で
あ
り
、
仁

和
四
年
に
は
六
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
急
に
庖
丁
の

故
実
が
整
え
ら
れ
た
と
も
考
え
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
そ
こ
で
も
し
何
ら
か
の
形
で
山
蔭
と
料
理
、
そ
れ
も
庖
丁
に
よ
る
魚
鳥
の
料

理
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
な
ら
ば
、
貞
観
年
中
に
蔵
人
に
な
り
、
つ
い
に
は

蔵
人
頭
に
ま
で
な
っ
た
。
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。

　
蔵
人
所
は
、
天
皇
の
公
私
の
生
活
の
一
切
に
関
与
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、

特
に
料
理
と
の
関
係
で
は
御
厨
子
所
が
あ
り
、
そ
こ
へ
魚
を
献
上
す
る
の
は
鵜

飼
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
＠

　
『
侍
中
群
要
』
に
よ
る
と
「
東
西
宣
旨
鵜
飼
」
で
蔵
人
が
二
人
東
西
に
分

れ
、
鵜
飼
を
率
い
て
参
加
し
て
い
る
し
、
「
葛
野
河
鵜
飼
進
鮎
鯉
」
と
も
あ
り
、

蔵
人
と
鵜
飼
と
の
つ
な
が
り
は
、
日
常
的
に
も
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。



　
「
山
蔭
中
納
言
説
話
」
で
は
、
亀
は
鵜
飼
に
殺
さ
れ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
救

わ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
話
で
は
穂
積
の
鵜
飼
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
総
持

寺
の
存
在
場
所
と
の
関
連
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
こ
の
近
く
に
鮎

川
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
後
代
の
『
平
家
物
語
』
や
『
宝
物
集
』
で
は

桂
川
の
鵜
飼
と
な
っ
て
い
て
、
地
名
は
違
っ
て
も
鵜
飼
と
い
う
点
で
は
「
今
音
」

型
、
「
長
谷
寺
」
型
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
山
蔭
中
納

言
説
話
」
に
と
っ
て
鵜
飼
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
地
位
に
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
鵜
飼
と
亀
と
の
っ
な
が
り
は
、
鵜
の
餌
と
し
て
用
い
る
点
に
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
事
は
次
の
『
梁
塵
秘
抄
』
の
今
様
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
嚇
・
鵜
飼
は
可
憐
し
や
、
萬
劫
年
経
る
亀
殺
し
又
鵜
の
頸
を
結
ひ
、
現
世

　
　
　
　
は
斯
く
て
も
あ
り
ぬ
べ
し
、
後
生
我
が
身
を
如
何
に
せ
ん

　
　
蝸
・
鵜
飼
は
悔
し
か
る
、
何
し
に
急
い
で
漁
り
け
む
万
劫
年
経
る
亀
殺
し

　
　
　
　
け
む
。
現
世
は
斯
く
て
も
あ
り
ぬ
べ
し
、
後
世
我
が
身
を
如
何
に
せ

　
　
　
　
ん
、
ず
ら
ん
。

　
万
劫
年
経
た
亀
を
殺
し
、
し
か
も
鵜
の
頸
を
結
び
、
鮎
を
獲
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
鵜
飼
の
仕
事
は
、
殺
生
を
禁
ず
る
仏
教
の
拡
ま
り
と
同
時
に
、
そ
の

罪
深
さ
が
意
識
さ
れ
、
「
後
生
我
が
身
を
如
何
に
せ
ん
」
と
い
う
絶
望
感
に
ま

で
至
っ
て
い
る
も
の
と
一
言
え
る
。
こ
の
事
は
鵜
飼
の
み
で
な
く

　
　
洲
。
傍
き
此
の
世
を
過
ぐ
す
と
て
、
海
山
稼
ぐ
と
せ
し
程
に
、
万
の
仏
に

　
　
　
　
　
　
仙
蔭
中
塑
言
説
箭
の
戒
立

　
　
　
　
疎
ま
れ
て
、
後
世
我
が
身
を
如
何
に
せ
ん
。

と
あ
る
よ
う
に
、
殺
生
を
業
と
す
る
者
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
故

に
仏
教
者
の
救
済
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
反
作
用
と
し
て
の
放
生
の
功
徳
が
本

話
の
よ
う
な
形
で
語
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
特
に
「
定
業
亦
能
転
」

ず
る
長
谷
寺
観
音
へ
の
信
仰
も
こ
の
点
を
逃
し
て
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
山
蔭
が
四
条
流
庖
丁
の
祖
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
決
定
づ
け
る
資
料
は
未
だ

見
い
出
し
得
な
い
が
、
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
全
く
根
拠
の
な
い
こ
と
と
も
言
え

な
い
。
む
し
ろ
、
亀
報
恩
課
と
し
て
は
特
殊
な
形
と
な
っ
て
い
る
本
話
と
の
っ

な
が
り
に
お
い
て
は
、
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
い
。

　
ま
た
、
本
話
の
説
話
と
し
て
の
重
要
点
の
一
つ
に
長
谷
観
音
自
作
の
像
を
山

蔭
が
得
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
後
述
す
る
『
久
修
園
院
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

起
」
に
も
同
じ
型
で
語
ら
れ
て
い
る
し
、
『
続
古
事
談
』
で
は
、
薬
師
仏
を
得

る
話
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
秦
広
隆
寺
の
客
仏
で
あ
る
薬

師
仏
に
っ
い
て
、
「
一
説
ニ
ハ
」
と
し
て
上
げ
て
い
る
話
で
あ
る
。
山
蔭
が
仏

を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
夢
で
、
始
め
て
出
会
っ
た
人
を
仏
師
と
頼
め

と
言
わ
れ
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
そ
の
人
は
長
谷
寺
の
観
音
で
あ
り
、
そ
の
事

が
わ
か
る
の
は
、
文
殊
菩
薩
が
門
を
た
た
い
て
呼
ん
だ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
本
話
と
型
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
同
じ
く
長
谷
観
音
が
仏
像
を
造
る
話
と
し
て
は
『
河
内
国
小
松
寺
縁
起
』
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
　
長
谷
寺
観
世
音
菩
薩
摂
淳
国
瑠
持
寺
本
尊
自
作
御
還
之
時
寺
村
郷
有
小
松

　
一
本
。
則
代
取
以
一
尺
二
寸
詐
木
作
方
九
寸
観
音
像
。
奉
納
エ
・
高
三
尺
御
堂

　
実
。
然
者
御
本
尊
長
谷
寺
観
世
音
菩
薩
自
作
観
音
像
也
。

　
こ
れ
は
総
持
寺
の
観
音
を
長
谷
観
音
が
造
っ
た
そ
の
還
り
道
で
さ
ら
に
小
松

寺
観
音
を
造
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
話
と
の
関
連
が
強
い
。
縁
起
は
さ

ら
に
寺
名
が
荒
山
寺
か
ら
小
松
寺
に
な
っ
た
由
緒
を
合
わ
せ
て
説
い
て
い
て
、

そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
の
は

　
　
山
陽
道
修
行
者
天
台
学
徒
僧
道
智
当
山
三
七
日
参
籠
而
祈
念
菩
提
有
種
々

　
霊
夢
。
放
生
信
心
勧
進
十
方
欲
造
一
堂

と
あ
る
よ
う
に
、
山
獄
修
行
者
だ
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
寺
の
伝
承
と
し
て
秦
氏
女
性
が

　
　
請
長
谷
寺
智
道
上
人
遂
御
堂
供
養
。

と
も
あ
っ
て
、
長
谷
寺
と
の
関
連
が
強
く
あ
り
、
そ
の
勧
進
僧
に
よ
り
、
仏

像
・
御
堂
と
も
造
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
歴
史
上
、
伝
承
上
両
面
の
山
蔭
の
人
物
像
と
本
話
と
の
関
連
を
考
察

↓
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
本
話
と
深
い
っ
な
が
り
を
持
っ
て
い
て
、
し
か
も
本

話
が
山
蔭
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
と

思
う
。

　
　
働
　
総
持
寺
の
創
建
と
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
総
持
寺
の
創
建
年
代
を
本
話
で
は
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
と
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
同
四
年
二
月
四
日
納
言
又
莞
。
生
年
六
十
五
。
遺
息
七
男
七
女
有
。
同
心

　
シ
テ
一
寺
数
宇
ノ
営
作
ヲ
ナ
シ
、
二
尊
利
生
ノ
道
場
ト
ス
。
則
惣
持
寺
ト
号
。

　
寛
平
二
年
四
月
四
日
父
第
三
回
ノ
遠
忌
二
当
テ
、
供
養
ヲ
遂
ク
。

　
ま
た
、
『
大
阪
府
全
誌
』
（
巻
之
三
）
も
同
様
の
伝
承
を
載
せ
て
い
る
。

　
　
摂
津
国
三
島
郡
三
島
村
大
字
中
城
は
、
寛
平
二
年
四
月
総
持
寺
の
観
音
堂

　
を
建
築
す
る
時
、
忍
頂
寺
村
字
コ
モ
池
屋
敷
の
住
民
同
観
音
に
帰
依
し
、
其

　
の
普
請
の
役
夫
と
な
り
て
本
地
に
留
ま
り
、
引
き
続
き
住
せ
し
よ
り
、
一
部

　
落
を
な
し
た
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
山
蔭
の
三
回
忌
の
年
に
当
た
る
寛
平
二
年
を
め
ざ
し
て
、
観

音
堂
が
建
て
ら
れ
、
寺
と
し
て
の
形
を
整
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
そ
の
後
の
事
に
つ
い
て
『
朝
野
群
載
』
巻
第
一
「
文
筆
上
（
銘
）
」
の
中
に
、

「
総
持
寺
鐘
銘
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
薯
若
祖
父
越
前
守
藤
原
朝
臣
、
帰
二
心
於
普
門
妙
智
刈
傾
二
首
於
無
破
大

　
悲
↓
而
墜
露
濫
然
。
閃
電
俊
爾
。
納
言
尊
考
。
鰺
二
先
業
之
不
７
遂
。
歎
二
善

　
因
之
未
ウ
成
。
多
以
二
黄
金
↓
付
二
入
唐
使
大
神
御
井
イ
買
二
得
白
檀
香
木
川

　
造
二
千
手
観
世
音
菩
薩
像
一
体
。
価
建
二
衝
場
於
摂
淳
国
島
下
郡
↓
安
二
置
此

　
像
↓
号
日
二
糟
持
寺
↓
於
レ
是
第
二
男
備
前
権
介
公
利
。
鋳
二
豊
鐘
一
口
刈
子
レ

　
時
延
喜
十
二
年
夏
四
月
八
日
。
為
レ
銘
目
、
巳
上
略
記
。
（
以
下
略
）



　
こ
の
延
喜
十
二
年
は
山
蔭
の
二
十
五
回
忌
に
当
た
り
、
総
持
寺
が
山
蔭
を
巾

心
と
し
て
創
建
さ
れ
、
更
に
発
展
途
上
に
お
い
て
も
、
山
蔭
の
こ
と
は
意
識
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
銘
文
の
内
容
は

　
　
祖
父
高
房
の
観
音
信
仰
を
父
の
山
蔭
が
受
け
継
ぎ
、
入
唐
使
大
神
御
井
に

　
黄
金
を
托
し
、
白
檀
の
香
木
を
買
わ
せ
て
そ
れ
で
千
手
観
音
を
造
り
摂
津
国

　
島
下
郡
に
安
置
場
を
建
て
、
そ
れ
を
総
持
寺
と
号
し
た
。
そ
し
て
第
二
男
の

　
公
利
が
鐘
を
鋳
た
。

　
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
『
験
記
」
の
本
話
の
骨
子
と
一
致
し
て
お
り
、
初

期
『
総
持
寺
縁
起
』
の
成
立
と
大
き
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
総
持
寺
が
山
蔭
を
祖
と
し
て
、
そ
の
子
息
た
ち
の
合
力
に
よ
っ
て
発
展
し
て

い
っ
た
様
子
を
示
す
も
う
一
つ
の
記
録
は
『
勝
尾
寺
文
書
」
に
あ
る
「
惣
持
寺

資
財
帳
案
」
で
、
承
平
五
年
（
九
三
五
）
二
月
正
日
付
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
点
を
次
に
抜
き
出
し
て
み
る
。

　
　
一
　
仏
像

　
　
　
　
木
像

　
　
　
　
　
　
二
尺
六
寸
白
檀
冊
手
観
音
像
一
鉢
本
願

　
　
　
　
　
　
己
上
安
置
南
仏
御
堂

　
　
　
　
　
　
人
々
願
仏
菩
薩

　
　
一
　
別
院

　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
誘
の
成
立

　
　
　
勝
尾
山
寺
壱
処

　
　
檀
越

　
　
　
　
　
（
如
無
）

　
　
　
大
僧
都
　
在
判

　
　
　
前
山
城
守
　
在
判

　
　
　
　
　
（
藤
原
兼
三
）

　
　
　
陸
奥
守
　
在
判

　
　
　
　
　
　
（
藤
原
中
正
）

　
　
　
右
京
大
夫
　
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
在
衡
）

　
　
　
　
右
中
弁
兼
式
部
少
輔
　
在
判

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
総
持
寺
は
勝
尾
寺
を
別
院
と
す
る
ほ
ど
、
勢
力
が
増
大
し

て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
檀
越
と
し
て
上
っ
て
い
る
、
如
無
、
兼
三
、
中
正

は
山
蔭
の
子
で
あ
り
、
在
衡
は
山
蔭
の
長
男
有
頼
の
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
如
無
の
子
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
寛
平
二
年
か
ら
承
平
五
年
ま
で
の
四
十
五
年
間
に
、
相
当

強
大
な
寺
院
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
藤
原
氏
北
家
と
の
っ
な
が
り
が
強
く
維
持

さ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

　
勅
願
寺
と
な
っ
た
の
は
、
一
条
天
皇
の
即
位
と
同
時
で
あ
り
、
同
じ
く
長
保

　
　
　
　
　
　
＠

三
年
（
一
〇
〇
一
）
十
一
月
一
日
に
は
、
阿
闇
梨
五
口
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
山
蔭
の
子
中
正
の
力
が
大
き
く
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
『
大
鏡
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
正
の

女
時
姫
が
兼
家
に
嫁
し
て
詮
子
を
生
み
、
詮
子
が
円
融
天
皇
皇
后
と
な
っ
て
一

条
天
皇
を
生
ん
で
い
る
。
ま
た
道
長
・
道
兼
・
道
隆
の
母
で
も
あ
り
、
一
条
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

皇
時
代
の
摂
関
政
治
の
中
心
人
物
ば
か
り
を
、
中
正
は
子
孫
と
し
て
擁
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
一
条
天
皇
時
代
に
、
山
蔭
一
族
の
繁
栄
が
あ
り
、
そ

の
基
を
築
い
た
山
蔭
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
山
蔭
の
勧
請

し
た
吉
田
神
社
に
は
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
宮
幣
が
奉
ら
れ
る
よ
う
に
な

ゆり
、
以
後
ト
部
氏
が
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
山
蔭
の

没
年
（
八
八
八
）
か
ら
九
十
九
年
目
、
っ
ま
り
百
回
忌
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
機

と
↓
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
初
期
の
『
総
持
寺

縁
起
」
も
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
ゆ
　
初
期
『
総
持
寺
縁
起
』
の
成
立

　
本
話
で
吉
田
神
社
に
っ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
に
霊
木
が
落
ち

着
く
地
と
し
て
で
あ
る
。

　
　
終
二
洛
陽
東
山
吉
田
ノ
亭
齢
賭
伽
霊
異
尤
多
シ
。

　
前
述
の
ご
と
く
吉
田
神
社
は
、
宮
幣
社
と
な
る
ま
で
は
、
山
蔭
の
個
人
の
勧

請
に
よ
る
も
の
で
、
公
に
杷
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
「
吉

　
　
ゆ

田
ノ
亭
」
と
い
い
、
編
者
の
一
一
一
一
目
と
し
て
「
齢
賠
伽
霊
異
尤
多
シ
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
よ
っ
て
、
原
典
で
は
「
吉
田
ノ
亭
」
で
あ
り
、

そ
の
成
立
年
代
も
吉
田
神
社
が
宮
幣
社
と
な
る
前
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
っ
ま
り
、
原
典
と
思
わ
れ
る
初
期
の
『
総
持
寺
縁
起
』
は
永
延
元
年
（
九
八

七
）
宮
幣
社
と
な
る
ま
で
に
創
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
ま
た
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
源
為
憲
が
『
三
宝
絵
詞
』
を
撰
進
し
て
い

る
が
、
こ
の
中
の
八
幡
宮
の
放
生
会
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
部
分
で
、
亀
報
恩

講
と
し
て
『
今
昔
』
巻
五
の
十
九
話
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
洪
水
を
予
言
す
る

亀
報
恩
講
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
本
話
に
っ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
代

表
的
な
日
本
の
亀
報
恩
課
で
あ
る
本
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

「
今
昔
」
型
で
あ
れ
、
「
長
谷
寺
」
型
の
本
話
で
あ
れ
、
こ
の
『
三
宝
絵
詞
』

よ
り
以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
本
話
原
典
の
成
立
に
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
、
天
正
写
本
に
は
な

い
が
、
仏
教
全
書
本
、
続
群
書
類
従
本
に
は
あ
る
次
の
文
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
　
彼
ノ
惣
持
寺
ノ
新
縁
起
ノ
作
者
ハ
知
ラ
ズ
。
本
縁
起
ハ
四
条
大
納
言
公
任

　
卿
ノ
作
ト
云
々
、
新
本
柳
異
説
ア
リ
。
コ
レ
ハ
本
縁
起
ヲ
以
テ
此
ノ
記
二
書

　
入
ル
也
。

　
こ
れ
が
い
っ
ご
ろ
書
か
れ
た
の
か
不
明
だ
が
、
『
験
記
』
の
本
話
は
「
本
縁

起
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
作
者
は
公
任
（
九
六
六
－
一
〇
四
一
）
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
新
縁
起
」
が
現
存
の
も
の
に
近
い
と
す
る
な
ら
、
全
く

違
っ
て
い
る
の
は
「
吉
田
ノ
亭
」
「
吉
田
ノ
今
長
谷
寺
」
に
っ
い
て
触
れ
て
い

な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
山
蔭
を
中
心
に
し
て
考
え
た
場
合
、
吉
田
神
社
も
、

吉
田
の
今
長
谷
寺
も
と
も
に
山
蔭
の
創
建
で
あ
り
、
入
れ
ら
れ
て
い
て
も
不
自

然
で
は
な
い
が
、
総
持
寺
を
中
心
と
し
て
考
え
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
全
く
不
要



な
も
の
で
あ
る
か
ら
「
新
縁
起
」
は
育
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
本
縁
起
」
が
公
任
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
確
証
が
な
い
が
、
そ
の
頃
に
は

で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
「
今
昔
』
以
前
の
成
立
が

考
え
ら
れ
る
。

　
『
験
記
』
に
も
こ
れ
ら
を
傍
証
し
得
る
も
の
と
し
て
、
上
巻
第
七
話
の
長
勝

寺
の
話
の
次
の
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
多
天
皇
が
勅
願
と
す
る
に
際
し
て

　
　
当
寺
ノ
霊
験
建
立
ノ
次
第
ヲ
御
尋
ア
リ
。
同
八
年
二
月
十
日
、
天
神
粁
当

　
寺
ノ
俗
別
当
三
綱
等
、
縁
起
秘
記
ノ
ニ
巻
ヲ
以
、
公
家
二
奉
ス
。

と
あ
る
よ
う
に
、
秘
記
録
起
な
ど
を
秦
上
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
、
総
持
寺
の
場

合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
初
期
『
総
持
寺
縁
起
』
の
内
容
は
、
山
蔭
の
百
回
忌
と
い

う
成
立
事
情
を
反
映
し
な
が
ら
、
鐘
銘
を
骨
子
と
し
て
、
山
蔭
の
幼
少
時
か
ら

死
後
の
三
回
忌
ま
で
含
め
て
の
一
代
記
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
総
持
寺
を

「
三
代
合
カ
ノ
伽
藍
」
と
し
て
認
識
し
得
る
山
蔭
一
族
の
子
孫
繁
昌
を
記
す
も

の
で
あ
っ
て
、
勅
願
寺
と
な
っ
た
九
八
六
年
か
、
山
蔭
の
百
回
忌
に
当
た
る
九

八
七
年
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
今
昔
」
型
が
如
無
僧

都
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
の
中
心
と
し
て
い
た
の
と
は
根
本
的
に
違
う
も
の
で
あ

る
。

四
、
「
験
記
」

型
の
後
代
へ
の
影
響

山
蔭
中
塑
言
説
話
の
成
立

　
こ
の
型
を
伝
え
て
い
る
の
は
『
久
修
薗
院
縁
起
」
と
『
二
、
国
伝
記
』
の
み
で

あ
、
る
が
、
後
者
の
長
谷
寺
関
係
の
説
話
は
「
験
記
』
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い

　
　
　
　
　
　
ゆ

て
、
本
話
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
前
者
の
内

容
を
中
心
に
考
察
し
、
散
侠
物
語
で
あ
る
『
山
蔭
中
納
言
』
に
も
触
れ
「
山
蔭

中
納
言
説
話
」
と
の
関
連
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
向
　
『
久
修
園
院
縁
起
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
久
修
園
院
は
、
現
在
大
阪
府
枚
方
市
障
葉
に
あ
り
、
『
行
基
年
譜
』
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
行
年
五
十
八
歳
乙
丑

　
　
聖
武
天
皇
二
年
神
亀
二
年
乙
丑

　
　
　
　
久
修
園
院
　
山
崎
　
九
月
起

　
　
　
　
　
在
二
河
内
国
交
野
郡
一
条
内
一

　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
行
年
七
十
二
歳
乙
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
十
一
年

　
　
　
聖
武
天
皇
十
六
歳
　
　
　
乙
卯

　
　
　
安
二
居
久
修
園
院
一
得
度
百
八
十
四
人
。

　
す
な
わ
ち
、
神
亀
二
年
、
行
基
が
山
崎
橋
に
接
し
て
作
っ
た
の
が
久
修
園
院

で
あ
り
、
行
基
の
伝
承
と
当
然
つ
な
が
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
縁
起
は
、
足
利
六
代
将
軍
義
教
の
頃
紛
止
へ
し
た
の
で
、
公
家
の
許
し
を

得
て
旧
草
を
模
写
し
た
と
し
て
大
永
四
年
（
一
五
二
三
）
二
月
吉
日
の
奥
付
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
り
、
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
来
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
縁
起
の
構
成
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
は
久
修
園
院
の
創
建

説
話
で
、
本
尊
の
釈
迦
如
来
は
行
基
の
所
願
で
、
長
谷
寺
観
音
自
作
の
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
『
験
記
』
下
巻
「
当
寺
未
二
建

　
　
　
ル
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ス
ル

立
一
前
帰
二
此
山
一
者
成
二
所
願
一
事
第
一
。
付
諸
人
得
益
」
の
最
後
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
久
修
園
院
に
関
す
る
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
後
者
に
は
聖
徳
太
子
と

の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
釈
迦
の
像
を
刻
む
前
後
の
記
述
は
『
験

記
』
の
総
持
寺
の
観
音
像
を
造
る
場
面
の
記
述
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て

前
半
部
は
、
『
験
記
』
以
前
に
、
当
院
の
縁
起
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
言
え

る
。

　
後
半
部
は
山
蔭
中
納
言
を
鎮
守
と
し
、
亀
道
祖
を
以
て
護
法
神
と
崇
む
る
理

由
を
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
「
父
１
１
高
房
、
子
Ｈ
山
蔭
」

と
す
る
「
長
谷
寺
」
型
の
亀
報
恩
謂
が
出
て
く
る
。
そ
の
前
半
部
は
ほ
と
ん
ど

『
験
記
』
の
総
持
寺
の
記
述
と
同
じ
で
、
違
う
点
は
、
河
尻
の
津
で
山
蔭
が
海

に
落
と
さ
れ
る
が
、
此
寺
を
拝
し
て
祈
る
と
亀
が
子
を
乗
せ
て
浮
か
ん
で
来
た

と
す
る
点
と
、
山
蔭
が
高
房
の
没
後
総
持
寺
の
観
音
を
造
立
し
て
亡
父
の
願
を

遂
げ
此
観
音
を
長
谷
の
童
子
彫
刻
し
給
う
と
い
う
事
は
、
久
修
園
院
の
常
な
き

因
縁
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
、
当
院
と
結
び
つ
く
よ
う
改
作
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
日
謂
と
し
て
山
蔭
が
老
後
、
当
院
で
命
を
終
え
梵
天
王

と
な
っ
て
こ
の
寺
を
守
護
し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
や
、
亀
が
吉
凶
を
相
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

い
う
亀
ト
の
事
を
述
べ
て
終
っ
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
部
分
の
亀
ト
と
こ
の
話

と
を
結
ぴ
つ
け
て
い
る
の
は
、
「
山
蔭
中
檀
言
説
話
」
の
中
で
こ
の
縁
起
の
み

で
あ
る
。
亀
ト
は
ト
部
氏
が
業
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
ト
部
氏
と
か
か

わ
り
が
あ
り
、
山
蔭
を
祖
と
す
る
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
点
の
伝
承
は
現
在
当
院
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
淀
・
山
崎
・
水
無
瀬
な
ど
、
桂
川
・
宇
治
川
・
木
津
川
が
合
流
し
て

淀
川
と
な
る
付
近
に
は
、
摂
関
家
の
散
所
が
あ
り
、
水
上
運
輸
に
こ
れ
ら
散
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
関
係
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
同
じ
く
桂
の
近
辺
、
摂
津
の
垂
水
の
東
西
の
散

所
な
ど
も
本
話
と
関
連
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
散
所
は
「
散
所
法
師
」
「
散
所
雑
色
」
な
ど
と
記
録
さ
れ
て
い
る
人
々

を
か
か
え
て
お
り
、
彼
等
は
呪
術
的
な
特
殊
技
能
を
持
っ
て
い
て
、
新
し
く
土

着
し
た
り
、
或
は
社
寺
に
寄
食
す
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
卜
占
祈
祷
と

共
に
呪
言
を
唱
え
歌
舞
を
演
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ゆる
。
こ
れ
ら
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
中
世
の
散

所
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
水
陸
の
運
輸
を
担
い
な
が
ら
、
摂
関
家
、
社
寺
の
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

用
を
務
め
る
者
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
陰
陽
師
や
唱
門
師
も
出
て
き
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
散
所
と
法
師
の
存
在
が
ど
れ
ほ
ど
こ
の
縁
起
と
か
か
わ
っ
て
い
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
散
所
を
基
盤
と
し
て
縁
起
の
形
成
と
伝
承
が
な
さ
れ

て
来
た
と
い
う
推
測
は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



　
長
谷
寺
を
中
心
と
し
た
勧
進
僧
の
活
動
と
、
長
谷
寺
を
支
え
て
来
た
藤
原
北

家
の
人
々
の
動
き
と
の
接
点
が
「
長
谷
寺
」
型
の
一
つ
の
成
立
基
盤
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

長
谷
観
音
の
信
仰
の
拡
が
り
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
る
時
衆
の
僧
た
ち
と
、
そ

の
師
と
仰
い
だ
行
基
の
事
跡
と
の
関
連
も
、
ま
た
一
っ
の
成
立
基
盤
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
根
拠
地
の
一
つ
に
散
所
が
あ
り
、
本
話
の
場
合
は
、

淀
川
水
系
の
主
要
地
点
を
中
心
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　
　
旧
　
散
伏
物
語
『
山
蔭
中
納
言
』
と
の
関
連

　
『
山
蔭
中
麹
言
』
と
題
す
る
物
語
の
存
在
を
知
り
得
る
の
は
、
『
知
歌
色
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

『
八
雲
御
抄
』
、
『
代
集
』
の
中
の
、
物
語
名
を
列
挙
し
た
中
に
見
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
内
容
ま
で
は
知
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
知
歌
色
葉
』
の
成

立
し
た
一
一
九
八
年
頃
か
ら
、
『
代
集
』
の
成
立
し
た
二
一
八
八
年
頃
ま
で
、

約
百
年
間
ほ
ど
は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
平
安
朝
末
期
に
は
で

き
あ
が
っ
て
い
て
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
物
語
の
内
容
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
、
黒
川
春
村
は
『
古
物
語
類
字
抄
』
の
中
で

　
　
按
に
、
此
物
語
は
、
山
蔭
卿
の
子
息
、
如
無
僧
都
の
を
さ
な
か
り
し
時
、

　
継
母
悪
み
て
海
に
落
し
入
た
り
し
を
、
さ
き
に
中
埜
言
の
放
た
れ
し
亀
の
助

　
け
あ
げ
し
事
を
か
け
る
に
は
あ
ら
じ
か
、
も
し
然
ら
は
実
記
と
も
云
べ
し
。

と
述
べ
、
明
ら
か
に
「
今
昔
」
型
を
指
し
て
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
と
こ
ろ
が
、
市
古
貞
次
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
　
内
容
の
骨
子
は
『
今
昔
物
語
集
』
『
十
訓
抄
』
『
宝
物
集
』
『
三
国
伝
記
』
等

　
か
ら
、
窺
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
山
蔭
中
納
言
が
継
母
の
為
に
海
中
に

　
落
さ
れ
る
の
を
亀
が
救
ひ
上
げ
る
と
い
ふ
、
い
は
ゆ
る
如
無
僧
都
説
話
で
あ

　
ろ
う
と
推
測
せ
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
て
「
長
谷
寺
」
型
と
「
今
昔
」
型
と
を
合
わ
せ
た
内
容
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
ま
た
簗
瀬
一
雄
氏
は
、
『
今
昔
』
が
古
い
形
を
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
の
物
語
名
が
「
山
蔭
中
納
言
」
と
す
る
点
に
、
や
や
名
実
相
伴
は
ぬ

如
き
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、
た
だ
単
に
名
称
の
み
か
ら
、
物
語
の
内
容
を
規

定
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
放
棄
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
如
無
が
中
心
と
な
っ
た
「
今
昔
」
型
を
推
測
さ
せ
て
い
る

が
、
『
山
蔭
中
納
言
』
と
い
う
題
名
か
ら
す
る
と
山
蔭
が
主
人
公
で
あ
り
、
如

無
の
話
が
割
り
込
む
と
し
て
も
、
付
属
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
従
っ
て
こ
の
物
語
は
山
蔭
の
一
代
記
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
「
長
谷
寺
」

型
を
骨
子
と
し
、
中
正
の
娘
た
ち
が
築
い
た
摂
関
政
治
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
の
山
蔭
一
族
繁
栄
の
基
盤
が
総
持
寺
を
中
心
と
し
た

観
音
信
仰
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
点
も
考
慮
す
る
な
ら
「
今
昔
」
型
を
骨
子
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
「
山
蔭
中
納
言
説
話
」

の
文
学
性

七
一



　
　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

　
も
と
も
と
文
学
た
り
得
る
説
話
の
発
生
は
、
事
実
あ
る
い
は
事
実
と
信
じ
た

い
事
柄
で
い
わ
ゆ
る
人
々
の
「
は
な
し
の
タ
ネ
」
に
な
る
も
の
、
興
味
と
関
心

の
対
象
に
な
る
「
世
間
話
」
に
あ
り
、
そ
れ
を
基
軸
に
し
て
対
立
す
る
人
間
の

緊
張
し
た
関
係
や
、
さ
ら
に
は
人
間
の
内
面
の
葛
藤
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
も
の

が
説
話
文
学
で
あ
ろ
う
。

　
「
山
蔭
中
納
言
説
話
」
は
亀
報
恩
と
い
う
人
と
動
物
と
の
心
情
の
交
流
を
中

心
に
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
「
長
谷
寺
」
型
で
は
こ
の
点
は
全
く
無
視

さ
れ
、
観
音
の
霊
験
と
い
う
人
問
性
を
越
え
た
も
の
に
す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
し
、
「
今
昔
」
型
に
お
い
て
も
付
属
し
て
い
る
継
子
講
に
リ
ア
リ
テ

ィ
は
あ
る
が
、
中
心
で
あ
る
亀
報
恩
課
に
人
間
的
主
題
が
十
分
に
盛
り
込
ま
れ

ず
成
熟
し
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
話
を
語
り
伝
え
て
い
た

集
団
の
内
的
意
識
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
代
に
な
る
ほ
ど
よ
り
断
片

的
と
な
り
、
文
学
性
に
乏
し
く
な
っ
て
い
っ
た
の
も
、
亀
報
恩
と
い
う
よ
り
も

亀
に
功
け
ら
れ
る
と
い
う
特
異
な
体
験
を
し
た
特
定
の
個
人
で
あ
る
如
無
僧
都

の
話
に
中
心
が
移
っ
て
い
き
、
こ
の
如
無
の
話
が
出
な
い
限
り
亀
報
恩
講
と
し

て
も
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
報
恩
と
い
う
こ
と
で
仏
教
説
話
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
般
民
衆
の
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
の

は
、
話
の
「
核
」
が
奇
異
な
こ
と
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
一
人
の
僧
に
付
属
し

て
し
ま
い
、
「
核
」
が
移
動
し
た
た
め
拡
ま
り
と
深
ま
り
を
持
っ
機
会
が
乏
し

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
．
一

　
っ
ま
り
、
説
話
は
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
の
要
求
と
常
に
一
致
す
る
形
で

存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
え
換
え
る
と
時
代
に
即
し
た
変
転
を
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
要
求
の
違
う
集
団
の
問
で
は
話
の
交
流
が
な
さ
れ
ず
、
一
旦

で
き
あ
が
っ
た
説
話
は
、
そ
の
享
受
者
と
の
関
係
も
大
移
動
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
特
に
仏
典
の
教
義
を
説
き
、
仏
像
の
霊
験
を
説
く
仏
教
説
話
で
は

「
仏
教
」
と
い
う
範
囲
を
越
え
て
の
説
話
の
成
長
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
あ

る
。
も
し
そ
こ
に
文
学
性
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
霊
験
と
い
う
超
人
問

的
、
神
秘
的
な
発
想
あ
る
い
は
虚
構
を
通
し
て
人
間
の
真
実
が
ど
う
内
在
的
に

表
現
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
「
長
谷
寺
」
型
で
は
霊
験
そ
の

も
の
の
奇
特
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
以
上
、
人
間
性
の
描
写
は
わ
ず

か
に
父
高
房
と
子
山
蔭
と
の
人
問
関
係
（
父
子
恩
愛
の
情
）
に
し
か
見
ら
れ

ず
、
ま
た
継
母
の
憎
悪
す
べ
き
人
間
性
に
も
大
き
な
比
重
が
与
え
ら
れ
ず
、
そ

の
結
果
山
蔭
一
族
の
子
孫
繁
栄
の
説
話
と
は
な
り
得
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
聞
き
手

の
人
間
性
を
揺
り
動
か
す
も
の
と
な
る
よ
う
な
、
質
的
発
展
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
寺
院
の
縁
起
と
結
び
っ
い
た
説
話
の
一
典
型
と
そ
の
文
学
性
の

限
界
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
註

　
◎
　
本
文
は
、
永
井
義
憲
氏
校
『
古
典
文
庫
』
所
収
の
天
正
写
本
に
よ
る
。

　
　
　
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
山
蔭
中
納
言
説
話
の
形
成
と
影
響
」
（
『
同
志
社

　
　
国
文
学
』
第
九
号
）



＠
　
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。

　
　
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。

＠
　
『
擁
州
府
誌
』
巻
二
『
大
日
本
史
料
・
第
二
編
之
一
』
永
延
元
年
十
二

　
月
十
七
日
条
な
ど
。

＠
　
『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
る
。

¢
　
『
職
事
補
任
』
（
『
群
書
類
従
、
補
任
部
』
所
収
）
に
よ
る
。

＠
　
摂
津
国
と
山
蔭
一
族
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
。
先
祖
で
あ
る
魚
名
が
別

　
業
を
こ
の
地
に
持
っ
て
い
た
（
『
続
日
本
紀
』
卒
伝
）
し
、
山
蔭
の
子
の

　
中
正
も
摂
津
守
と
な
っ
て
い
る
（
『
尊
卑
分
賑
』
に
よ
る
）
つ

　
　
『
日
本
三
位
実
録
』
に
よ
る
。

＠
　
総
持
寺
現
住
職
の
書
状
に
よ
る
ご
教
示
で
は
、
『
験
記
』
の
中
で
山
蔭

　
が
観
音
を
造
っ
た
童
子
に
千
日
間
供
養
物
を
差
し
出
し
た
事
に
発
す
る
と

　
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

＠
　
森
末
義
彰
、
菊
地
勇
次
郎
両
氏
共
著

＠
　
『
和
名
類
聚
鉛
』
の
「
厨
」
の
説
明
の
中
に
、
「
庖
料
理
魚
鳥
者
謂
之

　
庖
丁
俗
伝
」
と
あ
り
、
庖
丁
が
魚
烏
の
料
理
を
す
る
者
を
指
し
て
い
た
も

　
の
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
『
同
書
巻
十
』
所
収
。

＠
　
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。

＠
　
『
同
書
第
四
』
所
収
。

　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

＠
　
『
続
群
書
類
従
第
十
七
輯
ノ
下
』
－
「
釈
家
部
八
十
六
』
所
収
。

＠
　
『
国
史
大
系
』
に
よ
る
。

＠
　
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
。

＠
　
『
大
日
本
吏
料
・
第
二
編
之
四
』
１
「
長
保
三
年
十
一
月
一
日
」
の
条
に
、

　
明
豪
の
奏
状
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
今
上
陛
下
践
柞
之
日
、
被
下
宣
旨
、

　
為
御
願
寺
也
」
と
あ
る
。
一
条
天
皇
の
即
位
は
寛
和
二
年
六
月
二
十
三
日

　
で
あ
る
。

＠
　
『
大
日
本
史
料
・
第
二
編
之
一
』
１
「
永
延
元
年
十
二
月
十
七
日
」
の

　
条
に
「
始
メ
テ
吉
田
祭
ヲ
行
フ
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
名
阿

＠
　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
る
と
「
亭
」
釈
名
云
亭
人
所
停
集
也
。
波
良

　
一
云
艘
一
と
あ
る
。

ゆ
　
山
蔭
が
水
中
に
落
と
さ
れ
る
部
分
の
記
述
に
脱
落
が
あ
る
が
大
筋
で
は

　
一
致
し
て
い
る
。

ゆ
　
『
同
志
社
大
学
国
文
学
会
大
学
院
部
会
、
研
究
会
報
第
４
号
』
に
全
文

　
掲
載
し
た
。

＠
　
『
続
々
群
書
類
従
第
三
』
所
収
。

＠
　
現
住
職
の
ご
教
示
で
も
こ
の
点
不
明
で
あ
る
。

ゆ
　
森
末
義
彰
氏
『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』
所
収
「
散
所
」
に
よ
る
。

＠
　
堀
　
一
郎
氏
『
我
が
国
民
間
信
仰
吏
の
研
究
　
二
』
１
「
近
世
特
殊
民

　
の
呪
術
的
宗
教
的
機
能
」
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
山
蔭
中
納
言
説
語
の
成
立

ゆ
　
豊
田
　
武
氏
『
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
１
「
卸
売
市
場
の
成
立
」

　
に
よ
る
。

ゆ
永
井
義
憲
氏
『
日
本
仏
教
文
学
研
究
第
一
集
』
１
「
勧
進
聖
と
説
教

　
集
」
に
よ
る
。

ゆ
　
い
ず
れ
も
『
日
本
歌
学
大
系
』
所
収
。
成
立
年
代
は
各
本
の
解
説
に
よ

　
る
。

ゆ
　
　
『
墨
水
遺
稿
巻
之
一
・
也
部
』
の
「
山
蔭
中
納
言
物
語
」
に
よ
る
。

＠
　
同
氏
『
中
世
小
説
の
研
究
』
に
よ
る
。

＠
　
同
氏
『
説
話
文
学
研
究
』
１
「
山
蔭
中
納
言
物
語
考
」
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
完
１

七
四


	一、「山蔭中納言説話」の「今昔」型と「長谷寺」型について
	二、本話発端部の性格
	三、初期の『総持寺縁起』の形成
	四、「験記」型の後代への影響
	五、「山蔭中納言説話」の文学性



